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Abstract 
A coal-fired plant that did not undergo an environmental assessment was recently built and operated in Sendai 
Bay, Miyagi Prefecture, and its effects on the atmospheric environment around the area raised concern. Atmospheric 
data in this area, measured by municipalities, were analyzed. A change in the atmospheric environment near the 
power plant was verified. Data on wind direction from regional observation stations near Sendai Bay show that the 
prevailing wind reversed direction in autumn and winter compared with summer. The prevailing wind could also 
change direction in one day in some seasons. Of the measured parameters [SO2, NO2, Ox (photochemical oxidants), 
SPM, and PM2.5], only Ox exceeded the environmental standards for air quality during the prescribed period. 
However, this phenomenon occurred before the power plant began operations.  Changes in the atmospheric 
environment that resulted from the power plant operations were not observed. 
 
1.  はじめに 
 
1.1 電力小売自由化と新規石炭火力発電所建設 
平成 24 年 7 月の再生可能エネルギー固定価格
買取制度の導入[1]や，平成 28年 4月に実施され
た電力小売全面自由化[2]等を背景として，各種
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ントの規模要件（国のアセス実施基準 12 万 2500 




















































表 1 対象とする事業の内容及び規模要件 [8] 
規模要件
全地域 A地域 B地域
太陽光発電所の設置又は変更 敷地面積	20	ha以上 敷地面積	10	ha以上 敷地面積	5	ha以上
火力発電所の設置又は変更 出力	30,000	kW以上
地熱光発電所の設置又は変更 出力	5,000	kW以上 出力	2,500	kW以上 出力	1,250	kW以上


















2.2 調査期間  
仙台 PS運転前後を比較するため，対象期間を
以下のように設定した。     
A,B: 2016年10月〜12月,2017年1月〜12月,2018
年 1 月〜2 月（ただし，一部の項目は未測定期間
及びデータ欠損がある。） 
C：2017年 4,5,8,9,10月，2018年 2月(各 7日間
連続測定) 
D,E：2017年 6,7,10月，2018年 1,2月(各 7日間
連続測定) 
仙台 PSの営業運転までの状況[12]を表 3に示す。 











NO2，一酸化窒素 NO，光化学オキシダント OX， 
浮遊粒子状物質 SPM，微小粒子状物質 PM2.5 
・気象項目  風向 WD，風速 WS 































図 2 に仙台 PS と地点 A,B の位置関係及び 2017
年 6 月,12 月の最頻風向を黄色矢印で示す。表 5
に風配図を示した月の卓越風向とその割合をま
とめた。風速 0.4 m/s以下は「Calm(静穏)」とし
た。また，図 3 に地点 A の 2017 年 6 月から 2018
年 2 月の各偶数月の風配図を,図 4 に地点 B の
2016 年 10 月から 2017 年 12 月の各偶数月の風配
図を示す。 






SO2 日平均値が0.04 ppm以下かつ1時間値が0.1 ppm以下
NO2 日平均値が0.04 ppm〜0.06 ppmの範囲内もしくはそれ以下
Ox 1時間値が0.06 ppm以下













































































































図 3 地点 A(福室)の 2017 年 6 月〜2018 年 2 月 
偶数月の風配図 
2017年 6月 2017年 8月 
 
2017年 10月 2017年 12月 
2018年 2月 
2018年
6月 8月 10月 12月 2月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月
第１卓越風向 南南東 南東 北西 北西 北西 北北西 北北西 西 北北西 南東 東南東 北北西 北北西
頻度 〔%〕 27.6 13.7 18.3 17.2 19.3 27.8 18.7 22.8 12.8 14.6 15.1 25.3 21.2
第２卓越風向 南東 南南東 北北西 西北西 西北西 北 北 北北西 北 南 北 北 北
頻度 〔%〕 10.7 13.7 15.9 15.3 14.6 12.5 16.4 14.0 10.1 11.0 11.4 17.5 21.2
平均風速〔m/s〕 2.1 1.6 1.5 1.7 1.8 1.9 1.9 2.2 2.4 2.0 1.9 1.8 1.9
最大風速〔m/s〕 8.9 6.2 9.4 9.4 8.0 7.6 8.5 9.9 10.6 6.3 7.3 6.9 7.5














































































































 図 4 地点 B(中野)の 2016 年 10 月〜2017 年 12 月偶数月の風配図 
2016年 10月 2016年 12月 
2017年 2月 2017年 4月 
2017年 6月 2017年 8月 








線距離約 2.7 km の位置にある(図 2)。2017 年の
データで比較すると，6月は海側からの風，12月
は内陸側からの風が卓越風となっていた。 
地点 A は，風向・風速の測定を 2017 年 5 月 10
日より開始した。よって，2017年 6月以降のデー




 地点 Aでは 6月から 8月の夏季における卓越風
向は南南東〜南東であり，10月から 2月の秋冬季
における卓越風向は北西であった。平均風速は調
査月において 1.5 m/s〜2.1 m/sで，季節による




 地点 Bでは 6月から 8月の夏季における卓越風
向は南〜東であり，10月から 4月の秋冬春季にお
ける卓越風向は北〜西であった。4 月と 6 月は風
向が様々な方向に分散する傾向にあった。平均風
速は調査月において 1.8 m/s〜2.4 m/sであった。
Calmの割合は 3.9 %〜6.9 %で,地点 Aよりも小さ
い傾向にあった。2016 年と 2017 年の同月データ









 図 5に地点 A, Bにおける 2017年 6月，12月の
風向割合の日変化を示す。 
 地点 Aは，前述のように 2017年 6月全体でみる
と，南南東，次いで南東の風の割合が多かった。
１日の変化をみると，南南東〜南東方向の風の割
合は 7 時から増加し，10 時から 21 時にかけては








 地点 Bは，2017年 6月全体では南東，次いで南











































図 5 地点 A, Bにおける 2017 年 6月，12 月の風向割合の日変化 
 
時から 20 時の間は東南東〜南東〜南南東の風の












(1) 二酸化硫黄 SO2 
 図 6に地点 A〜Eの SO2濃度の月変化を示す。 




































 日平均値は，地点 A,Bでは 1 ppb以下，地点 C〜




地点 Aで 2017年 12月に 24 ppbが観測された。 
 
(2) 二酸化窒素 NO2 
図 7に地点 A〜Eの NO2濃度の月変化を示す。 


























図 7 地点 A〜E の NO2濃度の月変化 
  
調査対象とした期間内で，環境基準を超過した




 地点 A,Bでは，日平均値は 11月〜2月の秋冬季
で若干高く，6月〜8月の夏季に低かった。日平均
値の変化幅はその値が高いほど大きく，25パーセ
ンタイル〜75 パーセンタイルの変化幅は 12 月に
最も大きく，6月が最も小さかった。また，地点 C
では 2018 年 2 月に前年の日平均値の倍以上とな
る 14 ppb の NO2が観測されたが，2018 年 5 月の




(3) 一酸化窒素 NO 
図 8に地点 A,Bの NO濃度の月変化を示す。 



























図 8 地点 A,B の NO 濃度の月変化 
 
200 ppbを超える NOが観測されたのは，地点 Bで
2016年 12月 19日 9時〜10時，2017年 1月 25日
8時の 2日であった。 
 1時間値の月平均は春夏季で 1 ppb程度，冬季で
5〜7 ppb程度であった。各月の測定値の中央値の




3 月以降 2018 年 8 月までの時点では，NO 濃度の
中央値は 1 ppb程度と 2017年 11月以前の水準と
なっており，継続的な上昇はみられなかった。 
 
(4) 光化学オキシダント Ox 
図 9に地点 A〜Eの Ox濃度の月変化を示す。ま
た，図 10 に調査対象期間における地点 A,B の環
境基準超過日数と回数を示す。環境基準(1時間値











 地点 A,Bの月平均値の変化を見ると，2016年 10
月から 12 月にかけて少しずつ低下した後，2017
年1月から上昇し始め，4月に最高値となった後，









































図 10 地点 A,B の Ox 濃度環境基準超過日数及び回数 
 




 (5) 浮遊粒子状物質 SPM 
図 11 に地点 A〜E の SPM 濃度の月変化を示す。 
SPM の環境基準は日平均値で 100 μg/m3 以下か
つ 1時間値で 200 μg/m3以下である。調査対象と
した期間内で，環境基準を超過した日は無かった
が，地点 Bで 2017年 5月 8日 12時に１時間値で
環境基準を超える濃度の SPMが観測された。この


































図 11 地点 A〜E の SPM 濃度の月変化 
  
また，地点 C(2017年 4月),地点 D(2017年 7月),
地点 E(2017年 7月)おいても，1時間値で 200  
μg/m3を超える濃度の SPMが観測されたが，いず
れも仙台 PS 運転前の期間であった。地点 A,B で




(6) 微小粒子状物質 PM2.5 
図 12に地点 A〜Eの PM2.5濃度の月変化を示す。 
地点 A の PM2.5測定は 2017 年 4 月 1 日から行わ
れている。調査対象とした期間内で，環境基準を
超過した日は無かった。1 時間値でみると，環境
基準相当の 35 μg/m3 を超える日があり，2 回以
上超過したのは，地点 A で 2017 年 4 月に 3 回(1
日),2017年 5月に 16回(6日),2017年 7月に 3回
(2日)，地点 Bで 2016年 12月に 4回(2日), 2017
年 3月に 4回(2日), 2017年 4月に 10回(5日), 








































月変化が小さかった SO2,SPM, PM2.5 を除く，
NO2,NO,Oxについて濃度の日変化を整理した。 
図 13に地点 A, Bにおける 2017年 6月,12月の
NO2,NO,Ox各濃度の日変化を示す。 
 NO2 について 6 月と 12 月の日変化を比較する
と，地点 A,Bともに 1日の時刻による変化幅は 12
月のほうが 6 月よりも大きかった。6 月について
は，地点 Aでは 5時〜12時の濃度が他の時間帯よ
り若干濃度が高く，地点 Bでは 4時から 7時の濃









地点 A,B ともに 1 日の時刻による変化幅は 12 月
のほうが6月よりも大きかった。6月については，
地点 A,B で 6 時から 12 時頃に 2 ppb 程度観測さ
れた。一方 12月については 8時にピークがあり，
平均で地点 Aで 20 ppb, 地点 Bで 30 ppb程度観
測された。 
Oxについて 6月と 12月の日変化を比較すると， 
地点 A,Bともに 1日の時刻による変化幅は同程度
であるが，6 月はその変化が緩やかなのに対し， 













 仙台 PS が定格出力に到達した後の 2017 年 9 月




った。図 14に地点 A,Bにおける(a)NO2対 NO，(b)Ox
対 NO,(c) Ox対 NO2の各散布図を示す。図中の赤
色の破線は１次回帰直線を示している。PM2.5 対
NO2,PM2.5対 NO, PM2.5対 Oxについては，相関係数
rが|r|＜0.4でほぼ無相関であった。 
 NO2 濃度と NO 濃度間には正の相関が見られた。




 Ox 濃度と NO 濃度間には弱い負の相関がみられ
た。NO が 50 ppb 以上観測された時間に Ox は 10 
ppb以下，逆に Oxが 40 ppb以上観測された時間






























































































 NOについて 50 ppb以上の高濃度で観測された
時間の風向は，東方向は少なく，西〜北方向がや






































Ox のみであった。超過した月日は 2017 年 3 月〜
7 月であり，新規に建設された石炭火力発電所が
運転を始める前の期間であった。 
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